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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波内視鏡に設けられた超音波コネクタに挿通可能であって、前記超音波コネクタの
長手方向中心軸に対して芯ずれするよう配置された係止手段と、
　前記超音波コネクタを構成するコネクタ本体の全周に水密に密着する水密保持部材と、
　前記超音波コネクタの表面を押し返す突起状の反力付与弾性部と、
　前記係止手段に設けられ、前記反力付与弾性部により押し返された前記超音波コネクタ
を前記超音波コネクタの空洞内部から支持するカムシャフトと、
　を含むことを特徴とする超音波内視鏡用防水キャップ。
【請求項２】
　前記係止手段は、
　回動操作される操作ノブと、
　前記操作ノブに一体的に固設された細長な回動シャフトと、を含み、
　前記カムシャフトは、前記回動シャフトの先端部所定位置に固設され、前記操作ノブの
回動操作に伴って前記超音波コネクタに設けられカム部上を移動し、
　前記反力付与弾性部と前記カムシャフトとは相対するよう配置されることを特徴とする
請求項１に記載の超音波内視鏡用防水キャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(2) JP 4575087 B2 2010.11.4

10

20

30

40

50

　本発明は、超音波内視鏡のスコープコネクタに設けられた超音波コネクタに装着されて
水密を確保する超音波内視鏡用防水キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波内視鏡は、無侵襲で体腔内の２次元断層像を得ることができるので、臨床医学に
おいて広く普及している。例えば、特開２００２－２０００８２号公報には組立性が良好
で、小型で使い勝手の良好な超音波内視鏡が示されている。この超音波内視鏡ではスコー
プコネクタに超音波コネクタが設けられており、この超音波コネクタに超音波ケーブルの
スコープ側コネクタを連結する際、スコープ側コネクタに設けられているレバーを回動操
作する。すると、レバーに一体なシャフトに設けられたカムシャフトがカム上を移動して
、スコープ側コネクタが超音波コネクタに対して所定の係止力で機械的に接続される。
【０００３】
　超音波内視鏡は一度使用された後、患者間感染を防止するため、検査終了後に必ず洗滌
消毒される。その際、超音波内視鏡のスコープコネクタに設けられている超音波コネクタ
が電気コネクタであるため、この超音波コネクタに防水キャップを被せて電気接点に洗浄
液等が侵入して不具合が発生することを防止している。
【０００４】
　しかし、防水キャップが例えばゴム製の場合、防水キャップはゴム部材の有する弾性力
によって超音波コネクタに対して配設される。このため、洗滌作業中、作業者の手指や洗
滌具が防水キャップに接触した際に超音波コネクタから脱落するおそれがあった。
【０００５】
　このため、超音波コネクタ側に係入ピンを設ける一方、防水キャップ側にカム溝を形成
して、係入ピンに対してカム溝を係入配置させることによって防水キャップを超音波コネ
クタに対して機械的に固定する構成が考えられる。
【特許文献１】特開２００２－２０００８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述したように超音波コネクタに係入ピンを設け、防水キャップにカム
溝を設ける構成の場合、超音波コネクタに係入ピンを新たに設けなければならない。また
、係入ピンを設けた超音波コネクタに対して上記スコープ側コネクタを装着させる際、係
入ピンが装着性に悪影響を及ぼすことを防止しなければならない。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、超音波コネクタへの機械的な固定が可
能で、装着性及び使い勝手に優れた超音波内視鏡用防水キャップを提供することを目的に
している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の超音波内視鏡用防水キャップは、超音波内視鏡に設けられた超音波コネクタに
挿通可能であって、前記超音波コネクタの長手方向中心軸に対して芯ずれするよう配置さ
れた係止手段と、前記超音波コネクタを構成するコネクタ本体の全周に水密に密着する水
密保持部材と、前記超音波コネクタの表面を押し返す突起状の反力付与弾性部と、前記係
止手段に設けられ、前記反力付与弾性部により押し返された前記超音波コネクタを前記超
音波コネクタの空洞内部から支持するカムシャフトと、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　この構成によれば、超音波コネクタの長手方向中心軸に対して芯ズレしている係止手段
によって、超音波内視鏡用防水キャップを超音波コネクタに装着した際、反力付与弾性部
の有する付勢力の変化によって係止状態であるか否かの確認を行えるとともに、該反力付
与弾性部から前記係止手段の係止力に対する反力が発生されることによって超音波内視鏡
用防水キャップが超音波コネクタに対して傾くことが防止される。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、超音波内視鏡用防水キャップを超音波コネクタへ機械的に装着する際
、係止状態の確認を行えるとともに、この係止状態のとき超音波内視鏡用防水キャップが
超音波コネクタに傾くことなく装着されるので、装着作業性及び使い勝手に優れた超音波
内視鏡用防水キャップを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。  
　図１乃至図１２は本発明の一実施形態にかかり、図１は超音波内視鏡装置の構成例を説
明する図、図２は超音波コネクタと超音波内視鏡用防水キャップとを示す斜視図、図３は
超音波コネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップの構成を説明する断面図、図４はカム部
の構成を説明する斜視図、図５はカム部の構成を説明するカム線図、図６は操作ノブの取
り付け取り外し状態と固定状態とを説明する図、図７は図３のＡ－Ａ線断面図、図８は超
音波内視鏡用防水キャップを先端側から見たときの正面図、図９は超音波内視鏡用防水キ
ャップを超音波コネクタに配置した状態を示す図、図１０は図９の状態における超音波コ
ネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップを説明する断面図、図１１は超音波内視鏡用防水
キャップを超音波コネクタに装着した状態を示す図、図１２は図１１の状態における超音
波コネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップを説明する断面図である。
【００１２】
　図１に示すように本実施形態の超音波内視鏡１は、体腔内に挿入可能な細長形状な挿入
部２と、この挿入部２の基端部に連設する操作部３と、この操作部３より延出する可撓性
を有するユニバーサルケーブル４とによって主に構成されている。ユニバーサルケーブル
４の端部にはスコープコネクタ５が設けられている。なお、挿入部２の最先端部には超音
波を送受信する超音波振動子２０が内蔵されている。
【００１３】
　本実施形態の超音波内視鏡１が適用される超音波内視鏡装置１０は、照明光を供給する
光源装置６、画像信号等の信号処理を行うビデオプロセッサ７、超音波観測装置８、吸引
ポンプ９ａ及び送水タンク９ｂ等の機器と、超音波内視鏡用防水キャップ（以下、防水キ
ャップと略記する）４０とによって構成される。
【００１４】
　超音波観測装置８は、超音波内視鏡１に設けられている超音波振動子２０の駆動制御や
、超音波振動子２０によって得られた超音波信号等を受けて超音波断層画像を表示するた
めの超音波断層画像データを生成する。超音波内視鏡１と超音波観測装置８とは超音波ケ
ーブル１１によって電気的に接続されるようになっている。
【００１５】
　これらの機器は、スコープコネクタ５に設けられている所定の接続部位に対してそれぞ
れ着脱自在に接続されるようになっている。具体的に、スコープコネクタ５の光源コネク
タ１２には光源装置６が接続される。スコープコネクタ５の電気コネクタ１３にはビデオ
プロセッサ７が接続される。超音波観測装置８とスコープコネクタ５とは超音波ケーブル
１１を介して接続されるものであり、超音波ケーブル１１の一端部に設けられたスコープ
側コネクタ部１１ａがスコープコネクタ５の超音波コネクタ１４に接続され、超音波ケー
ブル１１の他端部のコネクタが超音波観測装置８に接続される。スコープコネクタ５の吸
引口金１５には吸引ポンプ９ａが接続される。スコープコネクタ５の送気送水口金１６に
は送水タンク９ｂが接続される。
【００１６】
　挿入部２は、先端側から順に、内部に超音波振動子２０が収納されて最先端に位置する
超音波収納部１９、硬質部材で形成された先端部２１、湾曲自在に形成された湾曲部２２
及び長尺で可撓性を有する可撓部２３を連設して構成されている。
【００１７】
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　先端部２１に設けられている斜面部２１ａには、図示しない照明窓及び観察窓が配設さ
れている。照明窓には図示しないライトガイドが臨まれ、観察窓には図示しない対物レン
ズ等が配置される。対物レンズの結像位置には電荷結合素子（ＣＣＤ）等の図示しない撮
像素子が配設される。したがって、照明光で照らされた被検体像は、撮像素子の受光面に
結像されて画像信号に光電変換処理され、ビデオプロセッサ７へ出力されて映像信号に生
成される。
【００１８】
　操作部３は、術者が把持する把持部２４と、この把持部２４と一体に形成される主操作
部２５とによって主に構成される。主操作部２５には、湾曲部２２の湾曲操作を行うため
の湾曲操作ノブ２５ａや、送気送水及び吸引操作をそれぞれ行うための送気送水ボタン２
６ａ、吸引ボタン２６ｂ等が配設されている。把持部２４には、図示しない処置具を体腔
内に導入するための処置具挿入口２７が設けられている。
【００１９】
　超音波振動子２０は、挿入部２内を挿通する動力伝達用のフレキシブルシャフト２８を
介して例えばスコープコネクタ５内に設けられているメカニカル走査を行うためのモータ
２９に接続されている。フレキシブルシャフト２８は、挿入部２、操作部３及びユニバー
サルケーブル４内を挿通している。
【００２０】
　フレキシブルシャフト２８内には、超音波振動子２０に対してパルス信号を印加したり
超音波振動子２０によって受信された後、電気信号に変換されたエコー信号を伝送する図
示しない信号伝達用ケーブル等が挿通している。これら信号伝達用ケーブル等はスコープ
コネクタ５に設けられている超音波コネクタ１４に導出されている。
【００２１】
　図２に示すように超音波コネクタ１４は、スコープコネクタ５の基端面に設けられてい
る。超音波コネクタ１４を構成するコネクタ本体３０の先端面３１には、コネクタ基板３
２上に複数の接点３３、…、３３を配列して構成された接点部３４と、後述するカムシャ
フト及び回動シャフトが挿通するシャフト挿通孔３５と、後述する位置決め突起４５が挿
通される位置決め孔３６とが備えられている。
【００２２】
　接点部３４は先端面３１の略中央に設けられ、シャフト挿通孔３５と位置決め孔３６と
は接点部３４の長辺を挟んで対向する位置に設けられている。
【００２３】
　超音波コネクタ１４には、超音波内視鏡１を洗滌消毒する際、洗浄液等が超音波コネク
タ１４内に侵入することを防止するための防水キャップ４０が装着されるようになってい
る。防水キャップ４０は、キャップ本体４１と、係止手段を構成する操作ノブ４２と、シ
ャフト挿通孔３５に挿通配置される係止手段を構成するカムシャフト４３を先端部に一体
に設けた係止手段を構成する回動シャフト４４と、位置決め孔３６に挿通配置される位置
決め突起４５とで主に構成されている。
【００２４】
　図３乃至図８を参照して超音波コネクタ１４及び防水キャップ４０の構成を説明する。
  
　図３に示す超音波コネクタ１４を構成するコネクタ本体３０は、例えばステンレス製で
筒状であり、胴部３０ａ及び中央フランジ部３０ｂを備えている。中央フランジ部３０ｂ
はスコープコネクタ５を構成するスコープコネクタカバー５１の先端面に対して配設され
る。スコープコネクタカバー５１とコネクタ本体３０の胴部３０ａとの間には水密を確保
するためのＯリング５２が配設されている。
【００２５】
　コネクタ基板３２は、例えば高さ調整用コネクタ５３が配設されている取付板５４を介
して接続用基板５５の一面側に配設されている。一方、接続用基板５５の他面側には基板
フレーム５７を介してカム部５６が配設されている。
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【００２６】
　コネクタ本体３０の先端面３１、コネクタ基板３２、金属製の取付板５４、接続用基板
５５及び基板フレーム５７と、例えばステンレス製のカム部５６のそれぞれ所定位置には
前記シャフト挿通孔３５を構成する貫通孔３０ｃ、３２ａ、５４ａ、５５ａ、５７ａと、
溝部のように構成されたカムシャフト挿通配置部５６ａとが設けられている。また、コネ
クタ本体３０の先端面３１及び取付板５４の所定位置には前記位置決め孔３６を構成する
貫通孔３０ｄ、５４ｂが設けられている。  
　なお、コネクタ基板３２の位置決め孔３６に対応する位置には、前記取付板５４の凸部
５４ｃが配設される貫通孔３２ｂが形成されている。
【００２７】
　図４に示すようにカム部５６に形成されているカムシャフト挿通配置部５６ａを挟んで
設けられた一対の端面には、前記カムシャフト４３が摺動移動される傾斜面５６ｂ及び平
面部５６ｃ及びカムシャフト４３が当接するストッパ部５６ｄがそれぞれ設けられている
。両端面に形成される傾斜面５６ｂ、平面部５６ｃ及びストッパ部５６ｄは例えば図５に
示すカム線図にしたがって形成されている。
【００２８】
　一方、前記図３に示す防水キャップ４０は、キャップ本体４１と、操作ノブ４２と、カ
ムシャフト４３を先端部に一体に設けた回動シャフト４４と、位置決め突起４５と、キャ
ップ先端形成部材４６と、スペーサ４７と、水密保持部材４８と、連結固定部材４９とで
主に構成されている。
【００２９】
　キャップ本体４１及び操作ノブ４２は例えば樹脂製であり、カムシャフト４３、回動シ
ャフト４４、位置決め突起４５、キャップ先端形成部材４６及び連結固定部材４９は防錆
性を有する例えばステンレス製である。スペーサ４７は例えば樹脂製の硬質部材で形成さ
れている。水密保持部材４８は弾性を有する樹脂部材又はゴム部材で形成されている。
【００３０】
　キャップ本体４１は筒状に形成されている。キャップ本体４１の開口部側端部にはスコ
ープコネクタ５を構成するスコープコネクタカバー５１の先端外側面を全周に渡って覆う
傾斜面部４１ａが設けられている。一方、キャップ本体４１の基端面側には内部空間４１
ｂに連通するノブ配置用孔４１ｃが設けられている。
【００３１】
　図６に示すように操作ノブ４２は、回動シャフト４４を回動軸にして、実線に示す取り
付け取り外し状態位置から二点鎖線に示す固定状態位置まで所定角度、回動動作するよう
に構成されている。回動シャフト４４は、超音波コネクタ１４に配置されるキャップ本体
４１の中心軸から芯ずれして設けられている。操作ノブ４２は、二点鎖線に示す固定状態
位置において、キャップ本体４１の基端面内に収まるように構成されている。このため、
操作ノブ４２の作用部を大きく設定して操作性の向上を図ることができる。また、操作ノ
ブ４２の配置位置によって、取り付け取り外し状態であるか固定状態位置であるかを容易
に判断することができる。
【００３２】
　前記図３に示すように操作ノブ４２には連結固定部材４９を介して回動シャフト４４が
一体に固定される。このため、操作ノブ４２の所定位置には連結固定部材４９が配設され
る穴部４２ａ及びこの穴部４２ａに基端面側から連通する連通孔４２ｂが設けられている
。また、回動シャフト４４の基端部には雌ねじ部４４ａが設けられている。
【００３３】
　連結固定部材４９は太径部４９ａと細径部４９ｂとを有する管状部材であって回動シャ
フト４４の基端部が配設されるシャフト用孔４９ｃと、固定ネジ５０ａ及びノックピン５
０ｂが配設される穴部４９ｄとが設けられている。
【００３４】
　ここで、図７に示すように回動シャフト４４の基端部側外側面は四角形状になっており
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、連結固定部材４９のシャフト用孔４９ｃも四角形状になっており、互いに嵌り合う構造
になっている。さらに、連結固定部材４９の細径部４９ｂの外側面も四角形状になってお
り、操作ノブ４２の穴部４２ａも四角形状をなしており、互いに嵌り合う構造になってい
る。
【００３５】
　したがって、回動シャフト４４の基端部をシャフト用孔４９ｃに配設した状態で、穴部
４９ｄに固定ネジ５０ａを配設し、この固定ネジ５０ａを雌ねじ部４４ａに螺合固定する
ことによって回動シャフト４４と連結固定部材４９とが一体に構成される。回動シャフト
４４と連結固定部材４９とが一体な状態な細径部４９ｂは、操作ノブ４２の穴部４２ａに
配設され、ノックピン５０ｂによって操作ノブ４２に一体に固定される。このことによっ
て、操作ノブ４２を回動操作することによって、回動シャフト４４が操作ノブ４２の操作
とともに回動する。なお、連結固定部材４９の太径部４９ａはノブ配置用孔４１ｃに配設
される。
【００３６】
　キャップ先端形成部材４６は、キャップ本体４１の内部空間４１ｂ内に配設される。キ
ャップ先端形成部材４６は、キャップ開口側端面を形成する中実部４６ａと、その基端側
を構成する中実部４６ａより太径な筒状部４６ｂとで構成されている。
【００３７】
　筒状部４６ｂの外周面はキャップ本体４１の内部空間４１ｂを構成する内壁に対して略
密着配置されるように形成されている。中実部４６ａには回動シャフト４４が挿通するシ
ャフト用貫通孔４６ｃと、位置決め突起４５が係入配置される突起用貫通孔４６ｄとが形
成されている。また、中実部４６ａの外周面には水密保持部材４８に形成されている後述
する係入溝４８ａに係入する凸部４６ｅが形成されている。
【００３８】
　水密保持部材４８は円環状に形成されている。水密保持部材４８の内周面には前記凸部
４６ｅが配置される係入溝４８ａ及び軸方向に対して直交する方向に突出した水密保持部
４８ｂが設けられている。係入溝４８ａを凸部４６ｅに係入配置させることによって、水
密保持部材４８がキャップ先端形成部材４６に対して一体的に配設される。係入溝４８ａ
を構成する凸部４８ｃのキャップ開口側面の一部には軸方向に対して突出する係止状態検
知手段と係止姿勢規制手段とを兼ねる反力付与弾性部４８ｄが設けられている。反力付与
弾性部４８ｄは図８に示すように、凸部４８ｃの開口側面でかつ回動シャフト４４側に所
定長さの円弧状に設けられている。このため、反力付与弾性部４８ｄがコネクタ本体３０
の先端面３１に当接することによって所定の反力が発生する。
【００３９】
　水密保持部材４８の水密保持部４８ｂは、前記コネクタ本体３０の胴部３０ａの外周面
全周に渡って密着するように周状に設けられている。この水密保持部４８ｂより開口側に
は前記傾斜面部４１ａに沿って配設されてスコープコネクタカバー５１の先端側外側面に
密着するスカート部４８ｅが設けられている。
【００４０】
　スペーサ４７は、キャップ先端形成部材４６の筒状部４６ｂ側に配設されて、操作ノブ
４２が一体な連結固定部材４９の太径部４９ａの端面に当接して、この連結固定部材４９
をノブ配置用孔４１ｃ内の所定位置に配置させる。スペーサ４７には回動シャフト４４が
挿通する貫通孔４７ａが形成されてる。
【００４１】
　なお、位置決め突起４５は例えばネジ５０ｃによってキャップ先端形成部材４６に一体
的に固定されている。
【００４２】
　ここで、図３を参照して防水キャップ４０の構成手順を簡単に説明する。  
　まず、位置決め突起４５が固定配置されているキャップ先端形成部材４６の凸部４６ｅ
に水密保持部材４８の係入溝４８ａを配置させる。すると、水密保持部材４８が一体のキ
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ャップ先端形成部材４６が構成される。その後、シャフト用貫通孔４６ｃにキャップ開口
側面から回動シャフト４４を挿入し、この回動シャフト４４に設けられている位置決め突
起４４ｂを先端面凹部４６ｆに配置させる。そして、シャフト用貫通孔４６ｃから突出し
ている回動シャフト４４にスペーサ４７を配置し、この状態のキャップ先端形成部材４６
をキャップ本体４１の内部空間４１ｂ内に配設する。
【００４３】
　次に、ノブ配置用孔４１ｃ内に突出している回動シャフト４４に連結固定部材４９を配
置し、この連結固定部材４９の太径部４９ａをノブ配置用孔４１ｃ内に配設する。ここで
、固定ネジ５０ａによって回動シャフト４４を連結固定部材４９に一体に固定する。その
後、細径部４９ｂに操作ノブ４２の穴部４２ａを配設し、ノックピン５０ｂによって連結
固定部材４９と操作ノブ４２とを一体に固定する。このことによって、操作ノブ４２を操
作することによって、カムシャフト４３が回動動作する防水キャップ４０が構成される。
  
　なお、符号５０ｄ、５０ｅ、５０ｆ、５０ｇは部材間の水密を確保するためのＯリング
である。
【００４４】
　図９乃至図１２を参照して前述のように構成されている超音波コネクタ１４に着脱自在
に取り付けられる防水キャップ４０の作用を説明する。  
　防水キャップの超音波コネクタへの装着手順を簡単に説明する。  
　防水キャップ４０を超音波コネクタ１４に装着する際、前記図２及び図６に示すように
操作ノブ４２を取り付け取り外し位置に配置させる。その後、回動シャフト４４に設けら
れているカムシャフト４３とシャフト挿通孔３５とを対峙させるとともに、位置決め突起
４５と位置決め孔３６とを対峙させる。そして、カムシャフト４３が設けられている回動
シャフト４４をシャフト挿通孔３５に挿入し、次いで位置決め突起４５を位置決め孔３６
に挿入していく。すると、図９に示すように超音波コネクタ１４に防水キャップ４０が配
置される。
【００４５】
　このとき、図１０に示すように水密保持部材４８に設けられている水密保持部４８ｂが
コネクタ本体３０の先端面３１の外周側に当接した状態になるとともに、カムシャフト４
３がカムシャフト挿通配置部５６ａの所定位置に配置された状態になる。
【００４６】
　ここで、防水キャップ４０を超音波コネクタ１４に一体に装着するため、操作ノブ４２
を前記図９に示す矢印方向に回転させていく。すると、この操作ノブ４２の回転に伴って
、回動シャフト４４に一体なカムシャフト４３が回転を開始して傾斜面５６ｂ上を移動し
て防水キャップ４０が超音波コネクタ１４方向に引き寄せられていく。すると、水密保持
部４８ｂがコネクタ本体３０を構成する胴部３０ａの外周面に徐々に密着していくととも
に、コネクタ本体３０の先端面３１と水密保持部材４８に設けられている反力付与弾性部
４８ｄとの間隔が徐々に狭まってくる。
【００４７】
　操作ノブ４２の操作に伴ってカムシャフト４３が傾斜面５６ｂ上をさらに平面部５６ｃ
方向に向かって移動していくと、先端面３１に反力付与弾性部４８ｄが当接する。すると
、反力付与弾性部４８ｄから先端面３１に対して押圧力が発生する。この押圧力は、カム
シャフト４３が引き続き傾斜面５６ｂ上を平面部５６ｃ方向に向かって移動し続けること
によって、徐々に上昇していく。そして、この押圧力は、操作ノブ４２を操作する使用者
の手指に抵抗感として伝達される。
【００４８】
　したがって、使用者は、操作ノブ４２の回転操作を開始して、反力付与弾性部４８ｄが
先端面３１に当接してからは、この反力付与弾性部４８ｄから発生する押圧力に抗して操
作ノブ４２を回転操作することになる。このため、カムシャフト４３が平面部５６ｃ近傍
に到達したとき、操作ノブ４２を操作する使用者の手指に最大の抵抗感が伝達される。そ
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して、カムシャフト４３が傾斜面５６ｂから平面部５６ｃ上に移動すると、使用者は、手
指に伝達されていた大きな抵抗感を感じることなくスムーズに操作ノブ４２を回転移動さ
せることができるようになる。つまり、カムシャフト４３が傾斜面５６ｂから平面部５６
ｃ上に移動したとき、使用者の手指にはカムシャフト４３が固定状態位置に到達したこと
を告知する係止状態検知手段となるクリック感が伝達される。その後、操作ノブ４２を回
転操作することによってカムシャフト４３がストッパ部５６ｄに当接する。このことによ
って、防水キャップ４０が超音波コネクタ１４に対して機械的に装着され、操作ノブ４２
は図１１に示す固定状態位置に配置される。
【００４９】
　このとき、図１２に示すように防水キャップ４０を構成する水密保持部材４８の水密保
持部４８ｂが超音波コネクタ１４を構成するコネクタ本体３０の胴部３０ａの外周面に密
着して超音波コネクタ１４の水密状態が確保される。
【００５０】
　また、防水キャップ４０が超音波コネクタ１４に装着された状態において、位置決め突
起４５が貫通孔３０ｄ、５４ｂで構成される位置決め孔３６内に挿入配置された状態で、
反力付与弾性部４８ｄが先端面３１に当接する。このため、図に示すようにカムシャフト
４３がカム部５６の平面部５６ｃに配置されて発生する矢印ａ方向の係止力に対して、反
力付与弾性部４８ｄが先端面３１に当接して矢印ｂ方向の反力が発生される。したがって
、防水キャップ４０は、位置決め突起４５を位置決め孔３６内に配置させた状態において
、反力付与弾性部４８ｄから発生させる係止姿勢を規制するための反力が係止力を相殺し
て、防水キャップ４０が傾くことなく超音波コネクタ１４に装着される。
【００５１】
　さらに、スカート部４８ｅがスコープコネクタカバー５１の先端側外側面に密着した状
態になる。
【００５２】
　この取り付け状態で、超音波内視鏡１の洗滌消毒を行うことによって、超音波コネクタ
１４に設けられている接点部３４に洗滌消毒液が侵入することが確実に防止される。
【００５３】
　そして、洗滌消毒終了後、操作ノブ４２を前述とは逆方向に回転させて、前述と逆の手
順で防水キャップ４０を超音波コネクタ１４から取り外す。
【００５４】
　このように、水密保持部材に水密保持部を設けるとともに、反力付与弾性部を設けるこ
とによって、防水キャップを超音波コネクタに配設したとき、水密状態を確実に確保する
ことができるとともに、防水キャップが超音波コネクタに傾いて装着されることを確実に
防止することができる。
【００５５】
　また、キャップ本体の開口部側端部にスコープコネクタを構成するスコープコネクタカ
バーの先端外側面を全周に渡って覆う傾斜面部が設けたことによって、水密保持部を確実
に胴部の外周面に密着配置させることかできる。
【００５６】
　さらに、スカート部をスコープコネクタカバーの先端側外側面に密着させる構成にした
ことによって、スカート部内に洗滌消毒液等が侵入することを防止して、防水キャップ取
り外し時に、たとえ防水キャップ内が陰圧になっている場合であっても接点部側に水滴等
が引き込まれることを防止することができる。
【００５７】
　このことによって、防水キャップが超音波コネクタに対して傾いて配置させることが防
止されるので、ユーザーが防水キャップの防水性に不安を感じることから解消される。
【００５８】
　なお、本実施形態においては図８に示したように水密保持部材４８に設けられている凸
部４８ｃの回動シャフト４４側に所定長さで円弧状の反力付与弾性部４８ｄを設ける構成
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発係数の異なる弾性部材４８ｆ、４８ｇ、４８ｈを円環状に配列させて反力付与弾性部４
８Ａを構成したり、図１４の反力付与弾性部の別の構成を説明する図に示すように高さ寸
法が異なる弾性部材４８ｉ、４８ｋ、４８ｍを円環状に配列させて反力付与弾性部４８Ｂ
を構成したものであってもよい。このとき、図１３において弾発係数は、４８ｆ＞４８ｇ
＞４８ｈのように設定され、図１４において高さ寸法は、４８ｉ＞４８ｋ＞４８ｍのよう
に設定されて、防水キャップ４０が傾くことなく超音波コネクタ１４に装着されるように
している。
【００５９】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】超音波内視鏡装置の構成例を説明する図
【図２】超音波コネクタと超音波内視鏡用防水キャップとを示す斜視図
【図３】超音波コネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップの構成を説明する断面図
【図４】カム部の構成を説明する斜視図
【図５】カム部の構成を説明するカム線図
【図６】操作ノブの取り付け取り外し状態と固定状態とを説明する図
【図７】図３のＡ－Ａ線断面図
【図８】超音波内視鏡用防水キャップを先端側から見たときの正面図
【図９】超音波内視鏡用防水キャップを超音波コネクタに配置した状態を示す図
【図１０】図８の状態における超音波コネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップを説明す
る断面図
【図１１】超音波内視鏡用防水キャップを超音波コネクタに装着した状態を示す図
【図１２】図１０の状態における超音波コネクタ及び超音波内視鏡用防水キャップを説明
する断面図
【図１３】反力付与弾性部の他の構成を説明する図
【図１４】反力付与弾性部の別の構成を説明する図
【符号の説明】
【００６１】
　　５…スコープコネクタ　　１４…超音波コネクタ　　３０…コネクタ本体
　　３０ａ…胴部　　３１…先端面　　３４…接点部　　３５…シャフト挿通孔
　　３６…位置決め孔　　４０…超音波内視鏡用防水キャップ（防水キャップ）
　　４１…キャップ本体　　４２…操作ノブ　　４３…カムシャフト　　
　　４４…回動シャフト　　４５…位置決め突起　　４８…水密保持部材
　　４８ｂ…水密保持部　　４８ｄ…反力付与弾性部
　　代理人　　弁理士　　伊藤　進
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